
・サトウキビ生産では農家一戸当たりの栽培面積が拡大傾向にあり，労働生産性の向上が必要
・ビレットプランタによる植付け，小型トラクタによる管理作業が普及しつつあり，効率的な運用が必要
・ビレットプランタ－小型トラクタ体系での畝幅拡大が労働生産性に及ぼす影響を評価

鹿児島県農業開発総合センター
徳之島支場作物研究室

ビレットプランタと小型トラクタの作業体系下において，畝幅を拡大することで労働時間は約10％削減でき労働生産性は向上する

サトウキビ機械化体系下での畝幅拡大による労働生産性の向上

成果の内容

背景・目的

・労働生産性の向上
・作付面積の増加，規模拡大

・畝幅130→150cmの拡大で，春植えから３回株出しまで４作の
総労働時間は約10％短縮，労働生産性は約10％向上

・畝幅拡大でも春植えから３回株出しの原料茎重，可製糖量は同等

〇普及対象・範囲
奄美地域のサトウキビ生産者・技術員

期待される効果

(R07)

＜本情報の栽培条件等＞

・畝幅の違いに関わらず単位面積当たりの植付
苗量は同等
現地試験：1.2t/10a（ビレットプランタ植付）
場内試験：5,000本/10a（手植え）

・対照（区）の畝幅 現地：130cm，場内：120cm

注１）春植え～３回株出し栽培までの合計値
２）※ 150cm区，130cm区の収量を同等（４作合計：23.7t/10a）とした場合の収穫作業に要する労働時間を算出

大規模農家の育成
サトウキビ生産量の維持・拡大

（公募事業名）
持続的なサトウキビ生産を可能とする連続株出し
多収品種と次世代型機械化一貫栽培技術の開発
（イノベーション創出強化研究推進事業）

表 畝幅別の労働時間および労働生産性（現地試験：大島郡伊仙町伊仙，供試品種：「はるのおうぎ」）

図 畝幅別の原料茎重及び可製糖量（試験地：徳之島支場）
注）春植えから３回株出し栽培までの４作合計値。グラフ内の数字は4作合計値。エラーバーは標準偏差。

130cm 78 104 418 612 1,211 1.2

150cm 68 90 357 558 1,074 1.3
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